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部
薙
の
〈
体
〉
〈
用
〉
〈
心
〉
八
迩
〉
に
つ
い
て

佐

藤

好

序

言

(

1

)

 

「
予
は
仲
尼
を
知
る
者
に
あ
ら
ず
、
学
ん
で
仲
尼
た
ら
ん
と
す
る
者
な
り
」
(
内
篇
六
)
と
自
己
の
学
問
を
八
聖
人
〉
へ
の
軌
跡
と
位

置
付
け
る
部
落
の
思
想
が
、
そ
の
八
観
物
〉
を
基
盤
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
部
落
の
八
観
物
〉
が
単
な
る
八
物
〉
の
認
識
に
止
ま
ら
ず
、
「
万
世
の
事
業
は
仲
尼
の
道
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
」
(
内
篇

五
)
と
八
道
〉
の
認
識
に
連
関
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
の
八
道
〉
の
体
現
者
た
る
「
聖
人
の
事
業
」
と
し
て
、
部
濯
が
八
体
〉
八
用
〉

八
心

V
八
趨
〉
概
念
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
は
、
従
来
の
研
究
で
指
摘
は
さ
れ
つ
つ
も
軽
視
さ
れ
て
来
た
部
濯
の
八
体
〉
八
用
〉
八
心
〉
〈
遮
〉
概
念
の
分
析
を
通
し
て
、

八
観
物
〉
に
集
約
さ
れ
る
部
濯
の
思
想
の
基
本
的
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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八
観
物
〉
の
目
的

部
殖
に
お
け
る
〈
物
〉
と
は
、
自
然
界
・
人
間
界
に
存
在
す
る
「
天
地
人
物
」
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
包
括
し
、
八
道
〉
に
相
対
す
る
概

念
で
あ
る
。

あ
ら
わ

天
は
道
に
由
り
て
生
じ
、
地
は
道
に
由
り
て
成
り
、
〔
天
地
以
外
の
〕
物
は
道
に
由
り
て
形
れ
、
人
は
道
に
由
り
て
行
う
。
天
地

人
物
は
則
ち
異
な
る
も
、
そ
の
道
に
由
る
に
お
い
て
は
一
な
り
。
(
内
篇
九
)

八
観
物
〉
の
対
象
と
な
る
八
物
〉
と
は
、
無
論
こ
の
「
天
地
人
物
」

一
切
を
含
ん
だ
概
念
で
あ
る
。

部
躍
に
と
っ
て
「
道
は
分
つ
べ
か
ら
ざ
る
」
(
外
篇
上
)
存
在
で
あ
り
、

万
物
は
道
を
枢
と
為
し
、
そ
の
来
た
る
や
〔
万
物
の
〕
類
〔
型
〕
自
ら
異
な
り
。
(
感
事
吟
又
五
首
)

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
形
而
下
の
世
界
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
八
物
〉
は
、
形
而
上
の
八
道
〉
が
形
而
下
の
世
界
に
現
象
し
た
も
の
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
物
の
大
な
る
は
天
地
に
若
く
は
な
し
」
(
内
篇
一
)
と
は
言
っ
て
も
、
「
道
を
以
て
天
地
を
観
れ
ば
」
(
内
篇

一一一'-" 、
天
地
は
大
な
り
と
躍
も
、
こ
れ
亦
た
形
器
、
乃
ち
二
物
な
り
。
(
外
篇
下
)

で
あ
ろ
う
。

部
躍
が
、
天
地
を
も
八
物

V
と
規
定
す
る
背
後
に
は
、
八
人
〉
の
認
識
能
力
に
対
す
る
絶
大
な
信
頼
が
あ
る
。
〈
人

V
の
最
終
的
な

認
識
目
標
は
八
道
〉
で
あ
り
、
確
か
に

道
は
声
も
な
く
形
も
な
く
、
得
て
見
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
(
外
篇
下
)



(
2〉

で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
八
物
〉
は
「
道
を
枢
と
為
し
」
て
い
る
の
だ
か
ら
、
八
物
〉
を
媒
介
に
す
れ
ば
、
抽
象
的
な
八
道
〉
を

も
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
が
部
殖
の
立
場
で
あ
る
。
部
薙
が
〈
観
物
〉
を
強
調
す
る
最
大
の
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

部
殖
の
長
子
・
部
伯
温
は
八
観
物
〉
を
総
括
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

物
は
道
の
形
体
な
り
。
道
に
生
じ
て
、
道
の
成
る
所
な
り
。
道
、
変
じ
て
物
と
為
り
、
物
、
化
し
て
道
と
為
る
0

・
:
・
:
故
に
普
く

部落のく体〉く用><心〉く遮>について

道
を
観
る
者
は
、
必
ず
物
を
以
て
す
。
普
く
物
を
観
る
者
は
、
必
ず
道
を
以
て
す
。
道
を
得
て
物
を
忘
る
と
謂
う
は
、
則
ち
可
な

る
も
、
必
ず
物
を
遠
ざ
け
て
道
を
求
め
ん
と
欲
す
る
は
、
亦
た
妄
な
ら
ず
や
。
〈
『
性
理
大
全
』
所
引
『
系
述
』
)

「
物
は
道
の
形
体
な
り
」
と
は
、
部
薙
の
「
性
は
道
の
形
体
な
り
、
・
:
:
・
心
は
性
の
邪
郭
な
り
、
:
:
:
身
は
心
の
区
宇
な
り
、
:
:
:
物

は
身
の
舟
車
な
り
」
(
撃
壌
集
自
序
)
、
す
な
わ
ち
八
道

V
i八
性
〉
八
心
〉
八
身
〉
八
物
〉
を
集
約
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ

る
。
八
身
〉
〈
心
〉
八
性
〉
は
八
人
〉
に
固
有
の
認
識
器
官
で
あ
り
、
八
身
〉
↓
八
心
〉
↓
八
性
〉
の
段
階
で
そ
の
機
能
は
充
実
し
て

ゆ
く
。と

も
あ
れ
、
部
濯
の
八
観
物
〉
は
「
道
の
形
体
」
た
る
八
物

V
を
媒
介
に
し
て
八
道
〉
を
認
識
す
る
こ
と
に
最
大
の
目
的
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
部
曜
は
八
観
物
〉
の
対
象
と
な
る
八
物
〉
を
実
際
に
は
、

天
の
能
く
物
を
尽
く
せ
ば
、
則
ち
こ
れ
を
謂
い
て
畏
天
と
日
う
。
人
の
能
く
民
を
尽
く
せ
ば
、
則
ち
こ
れ
を
謂
い
て
聖
人
と
日

ぅ
。
(
内
篇
一
ニ
)

す
な
わ
ち
、
八
景
天
〉
に
代
表
さ
れ
る
自
然
界
、
〈
聖
人
〉
に
代
表
さ
れ
る
人
間
界
に
区
分
し
て
考
え
る
。
そ
し
て
、
前
者
を
特
に

17 

八
物

V
と
言
い
、
後
者
を
八
人
〉
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
両
者
は
八
道
〉
を
前
提
に
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
が
「
道
の
形
体
」
た
る
八
物

V
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に
相
違
は
な
く
一
「
天
と
人
と
は
相
表
裏
を
為
す
」
(
内
篇
七
)
の
で
あ
る
が
、
八
人
〉
の
認
識
能
力
に
信
頼
を
寄
せ
る
部
薙
は
、
人

は

い

ず

ゆ

如
し
そ
れ
必
ず
仲
尼
の
仲
尼
た
る
所
以
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
則
ち
天
地
を
捨
て
て
将
た
奨
く
に
か
之
か
ん
。
(
内
篇
五
)

と
「
物
の
大
な
る
」
天
地
に
そ
の
八
観
物
〉
の
出
発
点
を
求
め
る
。

そ
し
て
、
「
一
動
一
静
」
の
交
錯
を
「
天
地
の
道
」
と
規
定
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

一
陰
一
陽
交
り
て
、
天
の
用
こ
れ
を
尽
く
す
。
:
:
:
一
剛
一
柔
交
り
て
、
地
の
用
こ
れ
を
尽
く
す
。
:
:
:
日
月
星
辰
交
り
て
、
天

の
体
こ
れ
を
尽
く
す
。
:
:
:
水
火
土
石
突
り
て
、
地
の
体
こ
れ
を
尽
く
す
。
(
内
篇
一
)

つ
ま
り
、
天
に
は
「
日
月
星
辰
」
に
代
表
さ
れ
る
八
体
〉
と
ご
陰
一
陽
」
に
代
表
さ
れ
る
〈
用

V
、
地
に
は
「
水
火
土
石
」
に
代
表

さ
れ
る
八
体
〉
と
ご
剛
一
柔
」
に
代
表
さ
れ
る
八
用
〉
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

大
島
晃
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
八
観
物
〉
と
は
類
型
的
・
規
則
的
に
物
を
把
握
し
て
い
く
ζ
と
、
ま
た
物
に
類
型
性
・
規
則
性

(
3
)
 

を
み
て
と
る
こ
と
」
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
部
濯
が
こ
の
よ
う
に
八
物
〉
を
認
識
し
、
最
終
的
に
は
八
道
〉
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
際

に
導
入
し
た
最
も
基
礎
的
な
概
念
、
そ
れ
こ
そ
が
八
体

V
八
用

V
概
念
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

八
体
〉
八
用
〉

八
体
〉
八
用
〉
は
、
部
薙
が
世
界
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
八
物
〉
を
認
識
す
る
際
に
運
用
す
る
最
も
基
礎
的
な
概
念
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
自
然
界
・
人
間
界
を
間
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
適
用
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宋
学
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
八
体
〉
八
用
〉
概
念
に
対
す
る
一
般
的
な
見
解
は
、
島
田
慶
次
氏
の
規
定
、
す
な
わ
ち
「
体

お
よ
び
用
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
抽
象
化
さ
れ
て
一
般
概
念
あ
る
い
は
範
鴎
と
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
体
と
は
根
本
的
な
も



ハ
4
〉

の
、
-
第
一
-
性
的
な
も
の
、
用
と
は
派
生
的
、
従
属
的
、
第
二
性
的
な
も
の
、
を
相
関
的
に
意
味
す
ベ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
」
に
集
約
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
、
部
薙
の
八
体
〉
〈
用
〉
概
念
に
も
果
し
て
矛
盾
な
く
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

部
薙
は
「
精
気
為
物
、
瀞
魂
為
変
」
(
『
易
』
繋
辞
上
)
に
つ
い
て
、

部潅のく体><用><心>く遮>について

精
気
物
と
為
る
は
形
な
り
、
遊
魂
変
を
為
す
は
神
な
り
。

精
気
物
と
為
る
は
体
な
り
、
遊
魂
変
を
為
す
は
用
な
り
。
(
外
篇
下
)

と
言
う
か
ら
、
同
一
概
念
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
〈
形
〉
|
〈
体
〉
、
〈
神
〉
|
〈
用
〉
の
重
層
性
は
否
定
し
が
た
い
。
し
た
が
っ

て、

形
は
分
つ
ベ
く
、
拍
H

は
分
つ
べ
か
ら
ず
。
(
外
篇
上
)

と
い
う
規
定
は
、
〈
体
〉
〈
用
〉
概
念
に
も
適
用
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
山
。
と
す
れ
ば
、
部
確
に
お
け
る
〈
体
〉
は
分
割
可
能
、
分
析

可
能
な
人
物
〉
の
形
体
と
し
て
の
側
面
を
、

一
方
、
八
用
〉
は
分
割
、
分
析
の
不
可
能
な
〈
物
〉
の
作
用
と
し
て
の
側
面
を
意
味
し
て

レ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
天
の
八
体
〉
八
用
〉
、
地
の
八
体
〉
八
用
〉
相
互
の
関
係
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
〈
体
〉
と
規
定

さ
れ
る
「
日
月
星
辰
」
「
水
火
土
石
」
に
は
、
〈
物
〉
の
形
体
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
り
、
ま
た
、
八
用
〉
と
規
定
さ
れ
る
「
一
陰

一
陽
」
ご
剛
一
柔
」
に
は
、
〈
物
〉
の
作
用
と
し
て
の
性
格
が
顕
著
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
八
体
〉
〈
用
〉
概
念
は
相
対
的
な
概
念
で
あ
り
、
た
と
え
ば
〈
用
〉
と
規
定
さ
れ
る
ご
陰
一
陽
」
に
つ
い
て
も
、
部

薙
は
「
陽
は
道
の
用
、
陰
は
道
の
体
』
(
外
篇
上
〉
と
分
析
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
「
陽
体
は
虚
に
し
て
、
陰
体
は

19 

実
な
り
」
(
外
篇
上
)
と
部
薙
が
言
う
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
人
体

V
に
は
形
体
的
な
性
格
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
八
物
〉
を
八
体

V
八
用
〉
二
側
面
か
ら
把
握
す
る
際
、
八
人
〉
が
第
一
に
認
識
可
能
な
の
は
、
人
物
〉
の
形
体
的
な
側

面
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
部
棄
は
八
物
〉
を
把
握
す
る
こ
と
を
認
識
、
す
な
わ
ち
八
観
物
〉
の
出
発
点
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う

の
で
あ
る
。

声
色
気
味
は
万
物
の
体
な
り
。
日
耳
鼻
ロ
は
万
人
の
用
な
り
。
体
に
定
用
な
し
、
惟
だ
変
の
み
こ
れ
用
。
用
に
定
体
な
し
、
惟
だ

化
の
み
こ
れ
体
。
体
用
交
り
て
人
物
の
道
こ
こ
に
お
い
て
か
備
わ
る
。
(
内
篇
一
)

八
人
〉
が
八
物
〉
を
認
識
す
る
際
の
最
も
基
礎
的
な
身
体
器
官
は
「
目
耳
鼻
口
」
に
代
表
さ
れ
る
感
覚
器
官
で
あ
ろ
う
。
そ
の
感
覚
器

官
に
よ
る
認
識
作
用
を
八
用
〉
、
そ
の
認
識
対
象
と
な
る
寸
声
色
気
味
」
を
〈
体
〉
と
部
落
は
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
八
体
〉
〈
用
〉
は
単
に
八
物
〉
の
二
側
面
を
分
析
す
る
際
に
の
み
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
八
物
〉
と

八
人
〉
と
の
関
係
に
も
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
も
、
八
用
〉
は
認
識
す
る
作
用
八
は
た
ら
き

V
、
一
方
、

八
体
〉
は
認
識
さ
れ
る
対
象
〈
か
た
ち
〉
と
し
て
の
性
格
が
顕
著
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
〈
体

V
と
規
定
さ
れ
る
〈
物

V
に
は
八
用
〉
は
な
く
、
八
用
〉
と
規
定
さ
れ
る
〈
物
〉
に
は
〈
体
〉
は
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
実
は
、
そ
れ
に
対
す
る
部
薙
自
身
の
解
答
が
、
「
体
に
定
用
な
し
、
惟
だ
変
の
み
こ
れ
用
。
用
に
定
体
な
し
、
惟
だ
化
の
み
こ

れ
体
」
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
八
か
た
ち

V
自
身
に
は
一
定
の
〈
は
た
ら
き
〉
は
な
い
け
れ
ど
も
、
他
者
の
〈
は
た
ら
き
〉
に
応
じ
て
多
様
な
〈
は
た
ら

き
〉
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
〈
は
た
ら
き
〉
自
身
に
は
一
定
の
〈
か
た
ち
〉
は
な
い
け
れ
ど
も
、
他
者
の
八
か
た
ち
〉
に
応

じ
て
多
様
な
〈
か
た
ち
〉
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
部
濯
は
「
水
」
「
火
」
を



火
は
性
を
以
て
主
と
為
し
、
体
こ
れ
に
次
ぐ
。

水
は
体
を
以
て
主
と
為
し
、
性
こ
れ
に
次
ぐ
。
(
外
篇
下
)

と
規
定
し
、
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

な
お
、
「
動
な
る
者
は
性
な
り
、
静
な
る
者
は
体
な
り
」
(
外
篇
上
)
と
も
言
う
か
ら
、
部
薙
は
「
水
体
」
を
静
的
な
〈
物

V
、
「
火

i'ls濃のく体><用><心〉く迩>について

用
」
を
動
的
な
八
物
〉
と
考
え
て
い
る
。

そ

な

わ

も

潤
え
ば
則
ち
水
体
具
り
、
然
ゆ
れ
ば
則
ち
火
用
全
し
。
水
体
は
器
を
以
て
受
け
、
火
用
は
薪
を
以
て
伝
う
。
体
は
天
地
の
後
に
在

り
、
用
は
天
地
の
先
に
起
る
。
(
観
物
吟
)

す
な
わ
ち
、
水
が
静
か
に
潤
え
ば
、
そ
の
〈
か
た
ち

V
は
完
全
で
あ
り
、
火
が
烈
し
く
燃
え
さ
か
れ
ば
、
そ
の
〈
は
た
ら
き
〉
は
万

全
で
あ
る
。

し
か
し
、
水
と
い
う
八
か
た
ち
〉
は
、
そ
れ
自
身
に
は
「
定
用
」

l
一
定
の
八
は
た
ら
き
〉
は
な
く
、
器
の
八
は
た
ら
き
〉
に
応
じ

て
水
の
八
は
た
ら
き
〉
は
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
火
と
い
う
〈
は
た
ら
き
〉
は
、
そ
れ
自
身
に
は
「
定
体
」
|
一
定
の
八
か

た
ち
〉
は
な
く
、
薪
の
八
か
た
ち
〉
に
応
じ
て
火
の
八
か
た
ち
〉
は
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
部
落
は
〈
物
〉
を
八
体
〉
〈
用
〉
二
側
面
か
ら
分
析
し
、
八
物
〉
相
互
の
依
存
関
係
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
分

つ
べ
か
ら
ざ
る
」
八
道
〉
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
八
体
〉
八
用
〉
の
対
応
関
係
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
部
躍
が
〈
体
〉
よ
り
も
八
用
〉
を
八
道
〉

の
本
質
に
近
い
存
在
だ
と
考
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
体
は
天
地
の
後
に
在
り
、
用
は
天
地
の
先
に
起
る
」
(
観
物
吟
〉
に
お

21 

い
て
も
確
認
で
き
る
。
と
言
う
の
も
、
部
落
は
「
道
は
天
地
の
本
た
り
、
天
地
は
万
物
の
本
た
り
」
(
内
篇
一
ニ
)
す
な
わ
ち
〈
道

V
v
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八
天
地
〉
↓
八
万
物
〉
ル
い
う
図
式
に
そ
っ
て
、
天
地
以
前
に
八
道
〉
に
直
結
す
る
存
在
を
位
置
付
け
る
か
ら
で
あ
る
。
寸
身
は
天
地

(

5

)

 

の
後
に
生
ま
れ
、
心
は
天
地
の
前
に
在
り
」
(
自
余
吟
)
、
「
先
天
の
学
は
心
な
り
、
後
天
の
学
は
迩
な
り
」
(
外
篇
ア
)
な
ど
と
同
様
で

あ
る
。ま
た
、
部
羅
は
「
百
姓
日
用
而
不
知
」
(
『
易
』
繋
辞
上
)
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
一
言
う
。

天
は
用
を
主
と
し
、
地
は
体
を
主
と
す
。
聖
人
は
用
を
主
と
し
、
百
姓
は
体
を
主
と
す
。
故
に
日
に
用
い
て
知
ら
ず
。
(
外
篇
下
)

八
用
〉
す
な
わ
ち
〈
は
た
ら
き
〉
を
中
心
に
す
る
の
が
〈
天
〉
で
あ
り
、
八
聖
人
〉
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
八
聖
人
〉
は
八
道
〉

の
体
現
者
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
や
は
り
部
薙
は
〈
体
〉
よ
り
も
八
用
〉
を
八
道
〉
の
本
質
に
連
な
る
存
在
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

V
Q
o
 し

か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
八
体
〉
の
否
定
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
部
濯
は
「
神
元
方
市
易
元
体
」
(
『
易
』
繋
辞
上
)
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

神
に
方
な
く
、
易
に
体
な
し
。

一
方
に
滞
れ
ば
則
ち
変
化
す
る
能
わ
ず
、
神
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
定
体
あ
れ
ば
則
ち
変
通
す
る
能

あ

ら

わ

も

と

わ
ず
、
易
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
易
に
体
あ
り
と
躍
も
、
体
と
は
象
な
り
。
象
に
仮
り
て
以
て
体
を
見
す
な
り
。
市
し
て
本

体
な

き
な
り
。
(
外
篇
下
)

「
用
に
定
体
な
し
、
惟
だ
化
の
み
こ
れ
体
」
と
い
う
規
定
に
よ
れ
ば
、
部
殖
は
八
易
〉
を
八
は
た
ら
き
〉
そ
の
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
定
体
」
は
な
い
。
し
か
し
、
〈
象
〉
に
よ
っ
て
八
か
た
ち

V
を
得
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
体
と
は
象
な
り
」
と
言

う

一方、
象
は
形
に
起
り
、
数
は
質
に
起
り
、
名
は
言
に
起
り
、
意
は
用
に
起
る
。
(
外
篇
上
)



と
規
定
す
る
。
八
聖
人
〉
は
八
道
〉
を
掌
握
し
、
そ
れ
を
〈
は
た
ら
き

V
と
し
て
活
用
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
意
は
用
に
起
る
」
と

言
う
。そ
し
て
、
王
弼
の
「
意
を
得
る
は
象
を
忘
る
る
に
'
在
り
』
(
『
周
易
略
例
』
明
象
篇
)
を
批
判
し
て
、
し
か
も
主
弼
の
依
拠
す
る
『
荘

子
』
(
外
物
篇
)
の
論
理
を
逆
転
さ
せ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

部落のく体><用><心>く逃>について

象
数
は
則
ち
塞
蹄
な
り
。
言
意
は
則
ち
魚
兎
な
り
。
:
:
:
塞
蹄
を
舎
て
て
魚
兎
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
未
だ
そ
の
得
る
を
見
ざ
る
な

り
。
(
外
篇
上
)

つ
ま
り
、
象
数
が
「
塞
一
蹄
」
(
手
段
・
体
)
で
あ
り
、
意
言
が
「
魚
兎
」
〈
目
的
・
用
〉
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
「
塞
蹄
」
を

媒
介
と
す
る
こ
と
な
し
に
「
魚
兎
」
を
把
握
す
る
之
と
は
で
き
な
い
と
郁
薙
は
言
う
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
八
用
〉
が
第
一
義

的
、
八
体
〉
が
第
二
義
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
八
体
〉
を
把
握
す
る
こ
と
な
し
に
八
用
〉
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

言
う
切
で
あ
る
。
感
覚
器
官
で
認
識
可
能
な
八
か
た
ち
〉
は
、
言
わ
ば
八
観
物
〉
の
基
本
で
あ
る
。
道
家
的
な
直
観
唱
に
よ
る
認
識
な

ど
、
そ
の
意
味
で
は
部
確
に
は
無
縁
で
あ
ろ
う
7
1
0

八
体

V
八
用
〉
概
念
に
つ
い
て
の
以
上
の
所
説
を
要
約
す
る
?
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

八
体

V
ほ
八
物
〉
の
「
分
つ
べ
き
」
形
体
と
し
て
の
側
面
、
静
的
な
八
か
た
ち
〉
を
意
味
す
る
。

一
方
、
八
用
〉
は
八
物
〉
の
「
分

つ
べ
か
ら
ざ
る
」
作
用
と
し
'
て
の
側
面
、
動
的
な

A
は
た
ら
き

V
を
意
味
す
る
。
両
者
の
相
互
関
係
は
、
八
用
〉
が
第
一
義
的
、

八
体
〉
が
第
一
一
義
的
で
あ
る
U

J

と
す
れ
ば
、
前
引
の
島
四
氏
の
〈
体
〉
〈
用
〉
概
念
に
対
す
る
規
定
は
、
少
な
く
と
も
郁
薙
に
は
該
当

(
6〉

し
な
い
。
ま
た
、
八
観
物
〉
の
過
程
に
お
い
て
は
、
八
体
〉
か
ら
八
用
〉
へ
の
方
向
性
が
認
め
ら
れ
る
。

23 
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八
心

V
八
趣

V

八
心

V
〈
迩
〉
も
ま
た
、
八
体
〉
〈
用

V
同
様
に
、
部
躍
が
〈
物
〉
を
認
識
す
る
際
に
運
用
す
る
基
礎
的
な
概
念
で
あ
る
。
た
だ

し
、
〈
体
〉
〈
用
〉
に
比
べ
そ
の
適
用
範
囲
は
狭
く
、
主
と
し
て
人
間
界
の
事
物
に
適
用
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
部
躍
は
自
ら

用
な
る
者
は
心
な
り
。
体
な
る
者
は
遮
な
り
。
(
内
篇
四
)

と
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
用
〉
は
〈
心

V
に
、
八
体
〉
は
〈
遮
〉
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

八
心
〉
〈
遮

V
概
念
に
は
、
八
体
〉
〈
用
〉
概
念
と
同
様
な
概
念
規
定
が
な
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
市
川
安
司
氏
の
規
定
に
よ
れ

(
7〉

ば
、
「
心
と
は
心
の
働
き
、
迩
と
は
事
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
?

そ
も
そ
も
、
部
落
が
〈
物
〉
を
認
識
す
る
際
に
八
心
〉
八
遮
〉
概
念
を
導
入
し
た
背
景
に
は
、

そ
れ
六
経
は
、
先
王
の
陳
迩
な
り
。
山
一
一
旦
に
そ
の
逃
す
る
所
以
な
ら
ん
や
。
今
、
子
の
言
う
所
は
、
な
お
迩
の
ご
と
き
な
り
。
そ
れ

迩
は
履
の
出
す
所
な
る
も
、
市
も
迩
は
量
に
履
な
ら
ん
や
。
(
『
荘
子
』
天
運
篇
)

と
い
う
発
言
に
対
す
る
論
駁
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
し
あ
と

い
わ
ゆ
る
八
遮
〉
と
は
足
迩
、
つ
ま
り
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
認
識
可
能
な
八
聖
人
〉
の
言
行
事
跡
で
あ
り
、
八
越
す
る
所
以

V
と
は

履
物
、
す
な
わ
ち
言
行
事
跡
の
背
後
に
存
在
す
る
八
聖
人
〉
の
理
念
精
神
で
あ
る
。

(

8

)

 

部
伯
温
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

と

ら

わ

に

か

わ

徒
ら
に
聖
人
の
迩
に
絢
れ
て
、
聖
人
の
心
に
達
せ
ざ
る
は
、
こ
れ
皆
な
柱
に
躍
し
て
琴
を
鼓
し
、
舟
に
刻
み
て
剣
〔
の
落
ち
し



所
〕
を
記
す
者
な
り
。
(
内
篇
四
・
解
)

宋
学
は
一
般
に
、
八
遮

V
に
拘
泥
し
て
形
骸
化
し
た
従
来
の
訓
詰
学
に
訣
別
し
、
〈
迩
す
る
所
以
〉
の
探
究
を
重
視
す
る
傾
向
が
強

ぃ
。
そ
れ
は
、
部
確
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
部
濯
は
自
己
の
学
問
、
す
な
わ
ち
「
先
天
の
学
」
を
〈
心

V
と
位
置
付

け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

部落の<体><用><心><遮>について

先
天
の
学
は
心
な
り
。
後
天
の
学
は
遮
な
り
。
有
無
死
生
に
出
入
す
る
者
は
道
な
り
。
(
外
篇
下
)

「
聖
人
の
学
は
心
丸
乃
か
に
し
、
賢
人
の
学
は
越
を
了
か
に
す
」
(
心
迩
吟
)
と
言
う
か
ら
に
は
、
部
躍
が
〈
心
〉
を
第
一
義
的
、
〈
遮
〉

を
第
二
義
的
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
「
聖
人
の
学
」
の
重
視
は
、
「
賢
人
の
学
」
の
排
除
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
八
心
〉
の
重
視
は
、
決

し
て
〈
遮
〉
の
否
定
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
荘
子
が
八
越
す
る
所
以
〉
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
八
遮

V
す
な
わ
ち
経
書
を
「
古

人
の
糟
粕
」
と
一
蹴
す
る
の
と
は
異
な
り
、
部
躍
は
〈
遮

V
を
媒
介
と
し
な
け
れ
ば
〈
逃
す
る
所
以
〉
は
認
識
で
き
な
い
と
考
え
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
荘
子
に
「
先
壬
の
陳
述
な
り
」
と
論
断
さ
れ
た
経
書
を
八
心
〉
八
迩
〉
概
念
に
よ
っ
て
分
析
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

皇
帝
壬
伯
は
易
の
体
な
り
。
虞
夏
商
周
は
書
の
体
な
り
。
文
武
周
召
は
詩
の
体
な
り
。
秦
晋
斉
楚
は
春
秋
の
体
な
り
。

意
言
象
数
は
易
の
用
な
り
。
仁
義
礼
智
は
警
の
用
な
り
。
性
情
形
体
は
詩
の
用
な
り
。
聖
賢
才
術
は
春
秋
の
用
な
り
。

用
な
る
者
は
心
な
り
。
体
な
る
者
は
越
な
り
。
心
越
の
聞
に
権
の
存
す
る
者
あ
り
。
聖
人
の
事
な
り
。
(
内
篇
四
)

要
す
る
に
、
部
落
は
、
経
書
と
い
う
〈
物
〉
を
八
観
物
〉
の
認
識
対
象
と
し
て
客
体
化
し
、
た
と
え
ば
『
易
』
に
は
「
皇
帝
王
伯
」

25 

と
い
う
八
迩
〉
、
「
意
言
象
数
」
と
い
う
〈
心

V
、
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
八
述
〉
と
規
定
さ
れ
る
側
面
は
、
す
べ
て
が
人
間
界
の
治
乱
興
亡
に
連
関
す
る
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
な
事

実
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
部
落
は
八
迩
〉
を
媒
介
と
し
な
け
れ
ば
〈
心
〉
は
認
識
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
、
「
道
は
形
な
き

あ
ら
わ

も
、
こ
れ
を
行
え
ば
則
ち
事
に
見
る
」
(
内
篇
九
)
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
八
道
〉
は
直
接
的
に
は
認
識
で
き
な
い

が
、
そ
れ
は
人
事
と
な
っ
て
顕
現
す
る
。
と
す
れ
ば
、

学
は
人
事
を
以
て
大
と
為
す
。
今
の
経
典
は
古
の
人
事
な
り
。
(
外
篇
下
)

と
し
て
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
9〉

そ
こ
に
、
三
浦
国
雄
氏
に
よ
っ
て
「
一
種
の
六
経
皆
史
の
説
」
と
指
摘
さ
れ
る
、
部
殖
の
独
創
的
見
解
が
生
ま
れ
る
。
部
落
は
次
の

よ
う
に
言
う
。

け
ず

孔
子
は
易
に
賛
す
る
に
義
軒
自
り
し
て
下
り
、
室
百
を
序
ず
る
に
尭
舜
白
り
し
て
下
り
、
詩
を
棚
る
に
文
武
自
り
し
て
下
り
、
春
秋

を
修
む
る
に
桓
文
自
り
し
て
下
る
。
(
内
篇
六
)

要
す
る
に
、
「
聖
人
の
四
府
」
た
る
経
書
を
『
易
』
↓
『
書
』
↓
『
詩
』
↓
『
春
秋
』
と
展
開
す
る
一
連
の
史
書
だ
と
考
え
る
の
で

あ
る
。た

だ
し
、
そ
れ
は
経
書
の
八
遮
〉
の
側
面
か
ら
の
見
解
で
あ
り
、
〈
聖
人
〉
へ
の
第
一
段
階
に
過
ぎ
な
い
。

史
を
閲
し
て
は
興
亡
を
悟
り
、
経
を
探
り
で
は
根
源
を
得
る
。
(
寄
謝
三
域
太
守
韓
子
華
舎
人
)

す
な
わ
ち
、
経
書
を
史
書
と
し
て
治
乱
興
亡
の
八
迩
〉
を
分
析
し
た
な
ら
ば
、
次
は
、
経
書
を
経
書
と
し
て
そ
の
背
後
に
横
溢
す
る

八
聖
人
〉
の
八
心

V
を
探
究
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
書
の
八
心
〉
の
側
面
に
焦
点
を
絞
っ
て
み
れ
ば
、

あ
ら
わ

そ
れ
聖
人
の
六
経
は
)
浬
然
と
し
て
越
な
き
こ
と
天
道
の
如
し
。
故
に
春
秋
は
実
事
を
録
し
て
善
悪
そ
の
中
に
形
る
。
(
外
篇
下
)



と
言
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
八
道
〉
と
一
体
化
し
た
八
聖
人
〉
の
〈
は
た
ら
き
〉
そ
の
も
の
が
認
識
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

八
心
〉
八
遮
〉
概
念
に
つ
い
て
の
以
上
の
所
説
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

八
心
〉
は
八
物
〉
(
特
に
経
書
)
の
精
神
的
な
側
面
、
八
は
た
ら
き
〉
を
意
味
す
る
。

一
方
、
八
遮

V
は
八
物
〉
の
歴
史
的
な
側

郁潅の<体><用><心>く迩>について

面
、
八
こ
と
〉
を
意
味
す
る
。
両
者
の
相
互
関
係
は
、
〈
心
〉
が
第
一
義
的
、
〈
越
〉
が
第
二
義
的
で
あ
る
。
ま
た
、
〈
観
物
〉
の
過

程
に
お
い
て
は
、
〈
遮
〉
か
ら
〈
心
〉
へ
の
方
向
性
が
認
め
ら
れ
る
。

四

八
観
物
〉
の
構
造

八
体
〉
八
用
〉
八
心

ν八
遮
〉
概
念
の
分
析
を
通
し
て
み
た
〈
観
物
〉
の
構
造
を
、
あ
え
て
図
式
化
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

人
ハ
用
〉
今
〈
体
〉

べ

¥

戸

/
i

八

道

〉

:

一

八

物

V

F
/

べ
¥

八
心
〉
↑
|
|
l
〈
遮
〉

す
な
わ
ち
、
部
薙
は
〈
物
〉
か
ら
八
道
〉
へ
の
過
程
に
1

〈
体

V
A用
〉
八
心
〉
八
遮
〉
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
[
学

ん
で
仲
尼
た
ら
ん
と
す
る
者
」
に
段
階
的
な
〈
道
〉
の
認
識
方
法
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
部
薙
に
と
っ
て
は
八
道
〉
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
八
聖
人
〉
を
認
識
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
と
言
う
の
も
、

八
聖
人
〉
は
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
八
物
〉
に
通
暁
し
た
八
道
〉
の
体
現
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
部
濯
が

27 

八
聖
人
〉
の
認
識
可
能
性
を
問
題
に
し
た
次
の
よ
う
な
発
言
は
〈
観
物

V
の
具
体
的
内
容
を
提
示
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
o
r
，
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あ

あ

い

た

晴
、
聖
人
な
る
者
は
、
世
世
と
し
て
聖
を
効
す
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
吾
得
て
目
も
て
こ
れ
を
見
ざ
る
な
り
。
然
り
と
も
雄
も
、
吾

得
て
目
も
て
こ
れ
を
見
ざ
る
と
も
、
そ
の
心
を
察
し
、
そ
の
越
を
観
、
そ
の
体
を
探
り
、
そ
の
用
に
潜
め
ば
、
億
万
千
年
と
雄

も
、
亦
た
理
を
以
て
こ
れ
を
知
る
べ
き
な
り
。
(
内
篇
二
)

要
す
る
に
、
八
聖
人
〉
は
認
識
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
部
落
は
そ
の
条
件
と
し
て
「
察
心
、
観
遮
、
探
体
、
潜
用
」
の
四
者
を
提

示
す
る
。
こ
の
四
者
に
〈
越
〉
か
ら
八
心
〉
へ
、
八
体
〉
か
ら
八
用
〉
へ
の
段
階
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
費
一
言
を
要
し

な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

そ
れ
こ
れ
を
観
物
と
謂
う
所
以
の
者
は
、
目
を
以
て
こ
れ
を
観
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
こ
れ
を
観
る
に
目
を
以
て
す
る
に
あ
ら
ず

し
て
、
こ
れ
を
観
る
に
心
を
以
て
す
る
な
り
。
こ
れ
を
観
る
に
心
を
以
て
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
こ
れ
を
観
る
に
理
を
以
て
す
る

な
り
。
(
内
篇
一
二
)

と
い
う
部
落
の
八
観
物
〉
に
対
す
る
定
義
は
、
次
の
よ
う
に
こ
そ
理
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
八
観
物
〉
に
対
す
る
定
義
の
暖
昧
さ
は
、
部
躍
が
「
目
を
以
て
」
↓
「
心
を
以
て
」
↓
「
理
を
以
て
」
と
認
識
主

体
を
規
定
す
る
の
み
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
認
識
対
象
を
明
示
し
て
い
な
い
点
に
あ
る
。

し
か
し
、
八
聖
人
〉
に
対
す
る
「
理
を
以
て
こ
れ
を
知
る
べ
き
な
り
」
が
、
八
道
〉
に
対
す
る
「
こ
れ
を
観
る
に
理
を
以
て
す
る
な

り
」
に
対
応
す
る
か
ら
に
は
、
「
こ
れ
を
観
る
に
心
を
以
て
す
」
は
八
心
〉
八
用
〉
に
、
「
こ
れ
を
観
る
に
目
を
以
て
す
」
は
〈
迩
〉

八
体
〉
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
認
識
主
体
が
「
目
」
↓
「
心
」
↓
「
理
」
と
高
度
佑
す
る
の
に
対

応
し
て
、
認
識
対
象
も
八
迩
〉
〈
体
〉
↓
〈
心

V
〈
用
〉
↓
八
道
〉
〈
聖
人
〉
と
高
度
化
す
る
の
で
あ
る
。

〈
観
物
〉
と
は
、
こ
の
〈
物
〉
か
ら
〈
道
〉
へ
の
一
連
の
過
程
を
総
括
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
「
こ
な
る
八
道
〉
の
存



在
を
認
識
す
る
過
程
で
あ
る
。

し
か
し
、
部
殖
の
八
観
物
〉
に
は
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
方
向
、
す
な
わ
ち
「
万
」
な
る
八
物
〉
の
存
在
を
肯
定
す
る
過
程
が
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
八
反
観
〉
で
あ
る
。
私
の
考
え
る
八
反
観
〉
の
構
造
を
、
あ
ら
か
じ
め
図
式
化
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

部落のく体>く用>くdじ>く遮〉について

八
用
V
1
l
l
l
ψ
八
体
V

、、、¥叫

r
f
Jノ
uv

八

道

〉

八

物

〉

/

J

¥

』

八
心
〉

ψ

八
述
〉

部
躍
は
、
鑑
と
水
と
の
比
鳴
に
借
り
て
八
聖
人
〉
に
よ
る
認
識
の
絶
対
性
を
強
調
し
、
そ
の
八
反
観
〉
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

こ
れ
を
反
観
と
謂
う
所
以
の
者
は
、
我
を
以
て
物
を
観
ざ
る
な
り
。
我
を
以
て
物
を
観
ず
と
は
、
物
を
以
て
物
を
観
る
の
謂
な

い
ず
く

り
。
既
に
能
く
物
を
以
て
物
を
観
れ
ば
、
ま
た
安
ん
ぞ
そ
の
聞
に
我
あ
ら
ん
や
。
(
内
篇
一
二
)

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
八
観
物
〉
の
行
為
者
が
八
聖
人
〉
以
外
の
八
人
〉
で
あ
る
の
に
対
し
、
八
反
観
〉
の
行
為
者
は
八
聖
人
〉

自
身
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
大
島
晃
氏
は
、
部
薙
の
八
観
物
〉
八
反
観
〉
の
相
違
を
、
「
〈
観
物
〉
と
は
天
地
万
物
の
展
開
に

類
型
性
・
規
則
性
を
み
て
と
り
そ
の
中
で
人
間
の
存
在
と
そ
の
意
味
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
そ
の
考
察
の
結
果
得
ら
れ
た
、
世
界
と
己

(

ω

)

 

の
存
在
の
了
解
こ
そ
八
反
観
〉
な
の
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
大
島
氏
の
規
定
を
必
ず
し
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
八
反
観
〉
は
聖
人
の
物
我
一
体
観
の
下

(
日
)

で
説
か
れ
る
よ
う
に
、
八
観
物
〉
の
窮
極
」
な
の
で
あ
り
、
「
一
」
な
る
八
道
〉
の
体
現
者
〈
聖
人
〉
の
行
為
な
の
で
あ
る
。

29 

と
す
れ
ば
、
〈
観
物

V
の
規
定
「
こ
れ
を
観
る
に
理
を
以
て
す
る
な
り
」
と
八
反
観
〉
の
規
定
「
物
を
以
て
物
を
観
る
な
り
」
と
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は
、
八
人
〉
と
八
聖
人

V
と
の
分
岐
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
八
人
〉
と
八
聖
人
〉
と
の
認
識
に
は
何
ら
か
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
相
違
は
、
も
は
や
認
識
主
体
の
相
違
で
は
あ
り
得
な
い
。
八
観
物

V
の
終
着
点
に
お
い
て
は
、
八
人
〉
も

〈
聖
人
〉
も
「
理
を
以
て
」
認
識
す
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
相
違
は
、
認
識
対
象
の
相
違
に
こ
そ
求

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

要
す
る
に
、
八
人
〉
に
よ
る
八
観
物
〉
の
最
終
的
な
認
識
対
象
は
八
道
〉
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
聖
人
〉
に
よ
る
八
反
観

V
の
認
識

対
象
は
八
道
〉
で
は
な
い
。
八
聖
人
〉
は
、
も
は
や
八
道
〉
を
掌
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
「
道
を
以
て
道
を
観
る
」

た
ず

(
撃
壌
集
自
序
)
確
認
は
必
要
で
は
あ
る
が
、
八
道
〉
が
最
終
的
な
認
識
対
象
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
す
ノ
れ
ば
、
「
始
め
を
原
ね
て

終
り
に
反
る
」
(
『
易
』
繋
辞
上
)
よ
う
に
、
八
物
〉
か
ら
八
道
〉
へ
の
八
観
物
〉
の
方
向
を
転
換
し
て
、
八
道
〉
か
ら
〈
物
〉
へ
の
方

(

ロ

)

向
に
認
識
対
象
が
移
行
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
言
う
の
も
)
部
落
は
「
聖
人
の
事
業
」
と
し
て
「
心
遮
の
間
」
「
体
用
の
間
」
に
「
権
変
」
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
か
ら
で
あ

る
。
「
権
変
」
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。

そ
れ
変
と
は
、
長
天
一
、
万
物
を
生
ず
る
の
謂
な
り
。
権
と
は
、
聖
人
、
万
民
を
生
ず
る
の
謂
な
り
。
物
を
生
ず
る
に
あ
ら
ず
、
民

、
を
生
ず
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
こ
れ
を
権
変
と
謂
う
を
得
ん
や
。
(
内
篇
四
)

八
道
〉
を
体
現
し
た
〈
聖
人
〉
は
八
用
〉
八
心
〉
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
動
的
な
〈
は
た
ら
き
〉
を
持
つ
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
八
聖
人
〉
は
、
八
用
〉
か
ら
八
体
〉
、
八
心
〉
か
ら
八
遮
〉
へ
と
〈
物
〉
に
〈
は
た
ら
き
〉
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の

で
あ
る
。

八
道
〉
は
「
一
」
な
る
存
在
で
あ
り
、
〈
物
〉
は
「
万
」
な
る
世
界
で
あ
る
。
「
こ
れ
を
合
す
れ
ば
斯
ち
一
と
為
り
、
こ
れ
を
桁
ぶ



れ
ば
斯
ち
万
と
為
る
」
(
外
篇
上
)
と
部
殖
は
言
う
。
八
観
物

V
が
、
八
物
〉
を
媒
介
と
し
て
八
道
〉
の
存
在
を
認
識
す
る
過
程
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
八
反
観
〉
は
、
八
道
〉
を
前
提
と

L
て
八
物
〉
の
世
界
を
肯
定
す
る
過
程
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

結

語

部
落
の
八
観
物
〉
は
、
そ
の
八
体
〉
八
用
〉
八
心
〉
八
迩
〉
概
念
の
分
析
を
通
し
て
み
れ
ば
、
八
物
〉
↓
八
体
〉
八
遮
〉
↓

部落のく体>く用>く心>く遮>について

八
用
〉
八
心
〉
↓
八
道
〉
と
い
う
方
向
性
を
持
つ
〈
観
物
〉
と
、
八
道
〉
↓
八
用
〉
八
心
〉
↓
八
体
〉
八
迩
〉
↓
八
物
〉
と

い
う
方
向
性
を
持
つ
八
反
観
〉
と
か
ら
な
る
二
重
構
造
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
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(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

『
皇
極
経
世
書
』
の
引
用
は
性
理
大
全
本
、
「
伊
川
撃
壌
集
』
の
引
用
は
四
部
叢
刊
本
に
よ
る
。

部
潅
の
八
道
〉
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
大
島
晃
「
部
康
節
の
〈
観
物
〉
」
(
東
方
学
五
二
、
一
九
七
六
年
)
を
参
照
。

注

(
2
)
前
掲
論
文

「
体
用
の
歴
史
に
寄
せ
て
」
(
「
塚
本
博
士
頚
寿
記
念
仏
教
史
学
論
集
』
所
収
、
一
九
六
一
年
)

「
自
余
吟
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
三
浦
国
雄
「
伊
川
撃
壌
集
の
世
界
」
(
東
方
学
報
京
都
四
七
、
一
九
七
四
年
)
を
参
照
。

む
し
ろ
、
島
田
氏
が
「
道
器
体
用
の
関
係
が
宋
学
の
道
日
体
、
器
U
用
と
正
反
対
」
と
指
摘
す
る
屋
僚
の
『
周
易
探
元
』
に
近
い
。

『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
、
復
刊
版
二
八
一
頁
)

部
伯
温
は
、
王
通
の
『
中
説
』
問
易
篇
の
議
論
を
も
ふ
ま
え
る
。
清
ノ
協
理
・
貌
明
『
主
通
論
』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、

一
八
二
頁
)
に
よ
れ
ば
、
〈
心
〉
八
迩
〉
を
対
立
と
統
一
と
の
関
係
で
捉
え
る
の
は
王
通
に
始
ま
る
と
い
う
。
郁
薙
は
、
「
心
迩
之
判
久
会
、

若
此
之
類
、
造
化
之
言
也
」
(
外
篇
下
)
と
評
価
す
る
。
紙
数
の
関
係
上
、
本
稿
で
は
言
及
し
得
な
い
。
別
稿
に
て
論
じ
た
い
。

「
皇
極
経
世
書
」
(
川
勝
義
雄
『
史
学
論
集
』
所
収
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
、
二
五
八
頁
〉

(
9
)
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(
叩
)

(
U
)
 

(
M
U
)
 

注
(

2

)

前
掲
論
文

注

(
2
)
前
掲
論
文

部
落
に
は
、
「
数
往
者
順
、
知
来
者
逆
、
是
故
易
逆
数
也
」
(
「
易
』
説
卦
)
に
依
拠
す
る
〈
逆
推
〉
八
順
観
〉
の
議
論
も
見
え
る
。
「
八
卦
生

万
物
之
類
、
重
卦
定
万
物
之
体
、
類
者
生
之
序
也
、
体
者
象
之
交
也
、
推
類
者
必
本
乎
生
、
観
体
者
必
由
乎
象
、
生
則
未
来
而
逆
推
、
象
則

既
成
而
順
観
」
(
外
篇
上
)
。
〈
反
観
〉
に
多
少
な
り
と
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
大
学
院
後
期
課
程
学
生
)


